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自然をたいせつにし、美しいまちをつく
りましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりまし
ょう

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちを
つくりましょう ．

元気で働き､豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつく
りましょう
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手
品
生

現
在
「
子
ど
も
の
日
」
と
し
一

Ｈ

忠

⑰

口
ワ
ワ
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祝
日

に
定
め
ら
れ
て
い
る
５
月
５
日
は
、
か

つ
て
は
「
端
午
の
節
句
」
あ
る
い
は
、

「
五
月
節
句
」
と
呼
ば
れ
、
鯉
の
ぼ
り
を

立
て
、
武
者
人
形
を
飾
っ
て
子
ど
も
の

成
長
を
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
、
か
し
わ

餅
ち
や
、
ち
ま
き
を
食
べ
、
よ
も
ぎ
や

菖
蒲
（
し
ょ
う
ぶ
）
を
家
の
軒
に
飾
り

菖
蒲
酒
を
飲
ん
だ
り
、
菖
蒲
湯
に
入
っ

た
り
も
し
ま
し
た
。

の
ぼ
り
は
、
は
じ
め
勇
壮
な
武
者
絵

を
描
い
た
武
者
の
ぼ
り
で
し
た
が
、
江

戸
時
代
に
鯉
の
ぼ
り
が
つ
く
ら
れ
、
そ

の
後
、
鯉
の
滝
の
ぼ
り
を
立
身
出
世
に

み
た
て
た
庶
民
一
の
風
習
と
重
な
っ
て
、

今
日
に
つ
づ
い
て
い
ま
す
。
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１

ポ
ニ
ー
ジ
ヤ
ッ
ク
ス
と
い
っ
し
ょ
に

楽
し
も
う
Ｉ
。
市
と
教
育
委
員
会
が
主

催
で
「
親
と
子
の
音
楽
会
」
を
ボ
’
－
１

ポニージヤックスと楽しもう

L二

１
１

副
Ｊ

１ 機
関
車
を
毎
月
１
回
開
放
し
ま
す
。

開
放
期
間
は
、
５
月
か
ら
昭
年
３
月
ま
で
の
毎

月
第
３
日
曜
日
の
午
前
、
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

で
す
。
当
制
が
雨
天
の
場
合
に
は
、
側
放
い
た
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
開
放
日
以
外
に
見
学
し
た
い
方

は
、
市
商
工
課
ま
た
は
「
９
６
」
を
守
る
会
会
長

卜
野
寺
新
蔵
（
肥
前
町
１

弧
露
③
２
２
９
９
）

ま
で
連
絡
の
こ
と
（
見
学
や
機
関
車
に
乗
る
場
合

は
、
監
視
員
の
注
意
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
）

’
９
６
」
墓
心

１浜
町
市
営
グ
｜

SL…にのって

！ 遊ほ
夢
，ジ

ヤ
ッ
ク
ス
の
出
演
で
行
な
い
ま
す
。

と
き
５
月
創
日
（
土
）
午
後
５
時

一
帥
分
開
場
、
午
後
６
時
開
演
で

一
８
時
ま
で
（
入
場
無
料
）

と
こ
ろ
高
萩
市
民
体
育
館

出
演
者
ボ
’
－
１
ジ
ヤ
ッ
ク
ス
、
綾

部
蕊
ピ
ア
ノ
カ
ル
テ
ッ
ト
、
高

萩
市
民
合
唱
団

対
象
者
は
、
小
学
４
年
生
以
上
の
親

と
子
で
幼
児
を
つ
れ
て
の
参
加
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。
こ
ど
も
の
歌
を
中
心
に

日
本
歌
曲
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

／
ク
ス
の
出
演
で
行
な
い
ま
す
。

！ 双
機
関
車
に
乗
っ
て
遊
ほ
う
Ｉ
。
一

ノ
ン
ド
内
に
設
睾
垣
し
て
也
幻
る
「
９
６

毎月 1回開放

一
』一

ご
５
月
皿
日
（
土
）
午
後
５
時

訓
分
開
場
、
午
後
６
時
開
演
で

８
時
ま
で
（
入
場
無
料
）

面

）
ろ
高
萩
市
民
体
育
館
↑吊一

偲
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ポ
ニ
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綾
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ピ
ア
ノ
カ
ル
テ
ッ
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、
高

萩
市
民
合
唱
団
志
』

か
者
は
、
小
学
４
年
生
以
上
の
親
一

」
幼
児
を
つ
れ
て
の
参
加
は
こ
遠
一

卜
さ
い
。
こ
ど
も
の
歌
を
中
心
に
一Ｔ

皿
曲
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
一孟吟

Ｉ
４
ｑ
ｊ
ｌ
Ｐ
Ｐ
１
ｌ
凸
可
ｊ
ｊ
厚
や
１
．
句
ｊ
ｊ
ｐ
Ｆ
ｌ
４
ｑ
ｊ
ｊ
ｐ
Ｐ
Ｉ
１
ｑ
可
』
ぬ
Ｆ
ｌ
Ｉ
ｄ
耳
Ｉ
Ｉ
ｂ
Ｐ
Ｉ
ｌ
ｑ
可
Ｊ
』

！

｢戸I



溌溌溌溌 織溺 瀧鍵蕊織議溌 溌漉溌騨減 (2）鬮繊鰯 市報たかはぎ、
、
日
〃
剛
同

号
．
型
局
萩
市
民
の

６
Ⅲ
○
叩
同
じ
よ
う
介

瀝
と
が
わ
か
つ

″
■
、
Ⅳ

Ⅲ
高
萩
市
は
自
然
の
美
し
い
ま
ち
、
人
こ
の
た
び
、
教
育
長
に
選
任
さ
れ
ま

岬
の
心
の
豊
か
な
ま
ち
、
↑
そ
し
て
、
希
望
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
、
え
り
を
正
し

岬
に
み
ち
、
い
き
い
き
と
し
た
ま
ち
ｌ
肝
に
銘
じ
ま
し
た
。

Ｗ
ｌ
こ
ん
な
こ
と
を
日
ご
ろ
か
ら
考
え
教
育
は
「
人
を
つ
く
る
」
こ
と
で
あ

Ⅷ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
、
高
萩
市
民
憲
り
ま
す
が
、
そ
の
人
を
つ
く
る
も
の
は

叩
章
が
で
き
た
こ
ろ
に
な
っ
て
、
本
気
で
「
人
」
で
す
。
「
人
が
人
を
つ
く
る
」

Ⅷ
こ
れ
を
ね
が
い
、
そ
し
て
、
き
っ
と
実
の
が
教
育
で
す
。
つ
く
る
人
も
、
つ
く

Ⅱ

帆
市
民
憲
章
を
教
育
に
と
り
入
れ
て

新
教
育
長
鈴
木
一
慧

仙
現
で
き
る
と
確
信
す
る
よ
う
に
な
り
ま
ら
れ
る
人
も
、
人
で
あ
る
の
で
、
と
り

川
し
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
い
ま
す
と
ま
く
条
件
の
影
響
が
重
要
で
す
。
そ
の

皿
局
萩
市
民
の
き
わ
め
て
多
数
の
方
々
が
条
件
つ
く
り
が
教
育
行
政
の
根
幹
で
あ

川
司
じ
よ
う
な
ね
が
い
を
持
っ
て
い
る
こ
る
と
思
い
ま
す
。

州
と
が
わ
か
っ
た
か
ら
で
す
。

私
は
か
ね
て
か
ら
、
学
校
教
育
で
は

Ｍ
こ
の
た
め
に
、
教
育
が
果
さ
な
け
れ
児
童
、
生
徒
に
、
知
識
を
つ
め
こ
む
こ

川
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
が
ひ
じ
よ
う
に
多
い
と
で
は
な
く
、
「
や
る
気
」
を
育
て
る

Ⅲ
こ
と
が
痛
感
さ
れ
ま
す
。

こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る
と
信
じ
て
い

Ⅱ】王
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二

＝

己

＝

亜
年
度
の

市
政
モ
二二

タ
ー
決
ま
る

＝

＝

市
は
、
近
年
の
苦
し
い
財
政
事
情
の

中
で
、
快
適
な
市
民
生
活
の
確
立
の
た

め
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
積
極
的
に
す

す
め
て
き
ま
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
か
ら
の
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
参
考
に
し
、
「
高
萩
市

は
住
み
よ
い
」
と
い
わ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
地
域
の
市
政
モ

｜
一
夕
－
を
通
じ
、
力
を
あ
わ
せ
て
、
住

み
よ
い
高
萩
市
を
築
い
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

記
年
度
も
市
内
の
刈
人
の
方
に
市
政

モ
｝
一
タ
ー
を
委
嘱
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
教
育
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
、
え
り
を
正
し

肝
に
銘
じ
ま
し
た
。

教
育
は
「
人
を
つ
く
る
」
こ
と
で
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
人
を
つ
く
る
も
の
は

「
人
」
で
す
。
「
人
が
人
を
つ
く
る
」

の
か
教
育
で
す
。
つ
く
る
人
も
、
つ
く

＝ 二

－

今年も
20人

二

市
民
体
育
館
を

無
料
で
開
放

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
１
日
を
お
子

一
口
■
・
呂
呈
。
凸
■
・
二
三
・
甲
』
一
一
一
二
全
堂
一
円
ロ
ロ
一

二
言
Ｆ
二
一
二
・
口

二
宅
・
二
三
言
画
二
一
冒
・
一
一
二
』
二
二
三
・
二
三
言
二
三
三
三
二
一
二
目
画
一
一
一
一
二

ま
す
。ま

た
、
社
会
教
育
で
は
、
市
民
の
方
岫

々
に
「
生
き
が
い
」
が
高
ま
る
よ
う
に
ＭⅡ

す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
努
力
す
る
こ
刑

と
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
条
件
盤
術
の
た
め
に
、
ひ
と
つ
岬

伊

ひ
と
つ
と
り
く
み
、
．
。
市
民
憲
章
の
め
ざ
州

、
、
Ⅱ

す
も
の
の
実
現
に
つ
と
め
た
い
と
思
ｖ
“

ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
Ⅷ

い
い
た
し
ま
す
。

松
本
重
幸
（
君
田
）

兜
年
度
の
市
政
モ
｜
一
夕
Ｉ
（
敬
称
略
）

所
喜
美
子
（
肥
前
町
）
、
広
井
武
（
高

浜
町
）
、
皆
川
忠
司
（
有
明
町
）
大
関

一
男
（
東
本
町
）
、
沼
田
裕
一
（
春
日

町
）
、
関
信
厳
（
大
和
町
）
、
佐
川
愛

子
、
岩
間
道
（
安
良
川
）
、
稲
田
道
子

鈴
木
正
一
（
島
名
）
、
飯
田
酉
三
郎
、

田
畑
辰
雄
（
秋
山
）
、
大
槻
淳
一
、
星

名
春
吉
（
手
綱
）
、
斉
藤
昌
子
（
高
戸
）

臼
井
進
、
細
貝
八
重
（
高
萩
）
鈴
木
修

二
（
大
能
）
、
細
金
和
男
（
赤
浜
）

＝
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さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
ス
ポ
ー
ツ
に
し

た
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
で
は
、

市
民
の
親
睦
と
体
力
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
、
市
民
体
育
館
を
無
料
で
開
放
し

て
い
ま
す
。
毎
月
第
３
日
曜
日
（
家
庭

の
日
）
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
開
放
し
、
体
育
指
導
委
員
が
技
術
の

指
導
を
す
る
。
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

体
育
館
に
は
、
各
種
目
に
要
す
る
道

具
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
気
軽
に
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
（
剣
道
、
柔
道
具
は
、

持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

ま
た
、
体
育
館
を
利
用
さ
れ
る
方
は

か
な
ら
ず
上
ぐ
っ
を
忘
れ
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
帰
る
と
き
に
は
、
か
な

ら
ず
自
分
の
持
ち
物
（
運
動
靴
、
カ
バ

ン
、
下
着
な
ど
）
で
忘
れ
物
が
な
い
か

を
た
し
か
め
て
か
ら
帰
る
よ
う
心
が

け
て
く
だ
さ
｛
い
・
州
放
月
と
種
目
は
、

表
の
と
お
り
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
翻
③
１
１
３
１
へ
ど
う
ぞ

し
ま
す

市政懇談会はじまる

市では、今年も市政懇談会を開き

ます。

‘恩市が、今何をしているのか”をお

知らせするだけでなく ”市に何を求

めているか”を知ることがなにより

大切なことです。

そこで、市長が市民のみなさんの

中へ積極的に足を運び生の声を聞く

ため市政懇談会を開きますので、多

数参加ください。

時間は午後7時から

《
）

1

1

’

月1回

開放日と種目

し|軽ヌ月
些吟

ン説 支場 ﾄ

5バレーボール

6（1、 ミントン

7バレーボール

|､ン|

怪スポ 含ﾅj､)ノ ィレク

軽スポーツくし叉を含む）
5月2○日

5月S0日

6月10日

車
《
浜
垂
阜

公
集
公

民
会
民

館
所
館

中
高
石くツ

白
エ
宮
子
ポス軽

球

承倫
一歩5ｺ､

レクを含む）

8バトミントン

9バレーボール
ー － ､舎画 一

10バレーボール

柔道、剣道、 トレーニングル ムは

毎月開放します。
球畠

一

体力づくりにふるって参加’ てください

皿
一
咽
－
１
－
２
－
３

バトミン1， 3 軽スポーツ（レクを含む）

バトミン1､ン

|、 ミントンノ

卓 球
F
◆

、 『

軽スポーツ（レクを含む〉

卓 球



溌辮市報たかはぎ綴驚蕊蕊撚蕊驚蕊辮騒昭和52年5月蕊蕊蕊蕊蕊驚蕊蕊溌蕊溌蕊溌蕊駕(3）
⑤
。
●

■
４
●

４
■
●

Ｆ
■
＆

命
令
，
◆
。

℃
ｂ
０
９
．

●
●
●

Ｆ
令
自

４
①
●

”
■
④

。
？
●

昼
。
●

令
●
●

ず
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マ
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ｒ
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Ｏ

争
■
？

“
合
ａ

●
■
り

も
。
■

。
ｒ
ひ

鼻
●
巳坤

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

海
岸
な
ど
ゴ
ミ
が
多
く
出
る
李
節
で
す
が
、
み
な
｛

ん
が
持
ち
よ
っ
た
ゴ
ミ
は
、
き
め
ら
れ
た
場
所
や
、

自
分
で
持
ち
帰
え
る
習
慣
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

家
庭
か
ら
で
る
ゴ
ミ
も
袋
に
入
れ
て
指
定
さ
れ
↓

塒
所
に
置
き
た
い
も
の
で
す
。

は
ず
か
し
い
不
法
投
棄

観
光
シ
ズ
ン
を
迎
え
て
こ
の

な
不
法
投
棄
は
な
く
し
た
い
戦

す
。
（
昨
年
花
山
で
）

｜
く
に
５
月
は

' '1 1 ５
月
の
観
光
シ
ー

コ

も

、

、

従
み
よ
い
ま
ち
弓

公
害
は
自
然

土
手

迎

町
ｖ
ｆ
ｊ
－
一
Ⅲ
Ⅱ
引
手
一
・
・
●

Ｉ
ト
ー
、
Ｉ
ｒ
Ｌ
Ｖ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｊ
山
Ｖ

Ｉ
Ｊ
－
、
ｉ
ｌ
１
も
役
Ｉ
ｌ
Ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ

川
Ⅱ
里
Ｔ
Ｉ
Ｌ
叩
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｑ
ｌ
Ｉ
、
〉
Ｊ
ｈ
ｌ
Ｉ
Ｊ
グ

を
破
壊

歩
』
匂

０
ノ
ー
ず

《雪
国詩

フ

/Lノ

ミ／／
〃、

|肋

1

ー‘

1日4台の収集車がフル回転処理には2 1､ 冒

叩:2台と4 1､ン車2台が1台3人1糾となり収集’

ています。

処理能力は1日30トン

現在、十王町と市内のゴミをlX熊していま

すが、 1.000力川からのゴミを脂")焼ﾉﾓ|]処]W

をしてし、ます°
川はないている

河川や、海岸などはきれいにし

たいものです。地ｶのみなさん

の協力がなければ…。問胆はあ

とをたたない。

鍵
》
議
蕊
鍵
鶏
識
鍵

、〆

ゴﾐが水害を撫即Ⅱにつ幸》ていたゴﾐ…で床下澄雌どの（一昨年の行人塚）
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ハ
ガ
キ
加
枚
を
無
料
で
・
危
険
物
取
扱
者
の
試
験
無
料
で
人
権
相
談
が

重
度
身
体
陣
群
背
（
１
．
２
級
）
で
人
権
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
市
が
指
定

危
険
物
収
扱
者
試
験
の
お
知
ら
せ
で

手
帳
を
お
持
ち
の
洲
６
歳
以
ｔ

の

方

に

す

。

に
な
っ
た
こ
と
は
、
ご
存
じ
だ
と
思
い

試
験
種
別

郵
便
〈
ガ
キ
訓
枚
を
差
し
上
げ
ま
す
。
ま
す
。
今
年
は
、
と
く
に
相
談
の
同
数

乙
柾
（
全
翔
）
及
び
丙
種
危
険
物
収
を
ふ
や
し
て
相
談
に
応
ず
る
こ
と
に
な

希
望
す
る
万
は
、
手
帳
を
持
参
し
郵

扱
背

便
局
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。
り
ま
す
。
（
相
談
は
無
料
で
す
）

ま
た
、
代
理
の
方
の
申
し
出
や
、
郵
願
害
受
付
期
日
、
場
所

結
婚
や
離
婚
、
相
続
や
扶
養
の
こ
と

５
月
⑫
。
蝿
・
皿
日

便
に
よ
る
（
手
帳
番
号
診
級
別
、
住
所
交
通
覗
故
、
公
害
、
近
所
か
ら
の
い
や

日
立
市
会
瀬
町
４
の
９
の
過

氏
名
を
記
入
し
押
印
す
る
）
巾
し
出
劃
淌
が
ら
せ
、
裁
判
（
民
事
）
費
用
な
ど
で

茨
城
県
立
中
小
企
推
棉
杣
セ
ン
タ
ー

結
構
で
す
。
３
階
孜
至
困
る
方
や
、
な
や
ん
で
い
る
方
は
、
遠

慮
な
く
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

受
付
締
め
切
り
は
、
５
月
瓢
日
ま
で
試
験
期
日

妙

申
し
出
川
紙
は
、
郵
便
川
、
ま
た
は
と
き
５
月
咽
日
午
前
叩
時
か
ら
午

Ｍ
和
馳
作
６
月
珀
日
（
日
）
↓

福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
※
く
わ
し
く
は
、
商
萩
巾
消
防
木
部
危
後
３
吋
ま
で
識
〆

く
わ
し
ぐ
は
螂
仙
局
へ
ど
う
ぞ
陥
物
係
へ
雛
②
２
２
５
８
と
こ
ろ
高
軟
巾
中
央
公
民
節
，

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ

・
ざ
し
て
習
道
に
打
ち
こ
ん
で
い
る
。

「
公
民
館
へ
趣
味
で
習
っ
た
書
道
が
「
公
阯
航
が
で
き
て
、
書
道
の
機
会
に

「
練
習
は
、
階
苫
《
行
苦
、
草
書
と

き
っ
か
け
で
師
範
格
に
な
る
な
ん
て
」
恵
ま
れ
、
も
う
奉
一
度
目
分
の
力
を
た
め

一
度
に
漢
字
を
書
い
て
い
ま
す
が
、
ひ

と
話
す
伊
藤
ヲ
キ
コ
さ
ん
（
的
歳
）
Ⅱ
し
て
み
よ
う
と
考
え
講
座
を
受
け
ま
し

ら
が
な
は
む
づ
か
し
い
で
す
ね
。
今
で

春
日
町
２
１
妬
は
、
公
民
館
で
耆
道
誌
た
。
年
令
的
に
も
無
理
か
と
思
い
ま
し

は
努
力
し
て
い
る
人
と
、
し
て
い
な
い

座
を
２
年
咽
堂
け
、
昨
年
ｎ
月
に
聿
昌
道
た
が
、
好
き
だ
と
い
う
こ
と
と
、
生
き
人
と
の
見
分
け
が
つ
い
て
き
た
よ
う
な

の
師
範
格
を
と
り
ま
し
た
。
が
い
を
求
め
た
の
が
幸
い
だ
っ
た
の
で

気
が
し
ま
す
・
ゞ
私
は
、
趣
味
が
多
い
し

伊
藤
さ
ん
は
、
昭
和
６
年
か
ら
７
年
し
よ
う
ね
」
と
、
分
で
も
訓
分
で
も
、

こ
り
し
よ
う
な
の
か
し
ら
…
。
」
と
今

ま
で
書
喧
の
維
験
は
あ
る
が
、
そ
の
後
暇
を
み
て
は
脅
道
の
練
習
を
か
か
さ
な

日
哨
蝋
を
と
り
ｎ
門
を
し
て
い
る
。

筆
を
持
た
ず
、
、
ハ
ィ
オ
リ
ン
、
琴
、
三
い
と
い
う
。

名
珊
民
登

鯵

味
線
、
俳
句
な
ど
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
伊
縢
さ
ん
は
、
公
Ｋ
節
で
苫
道
柵
座

の
経
賊
を
し
て
き
た
多
趣
味
の
持
ち
主
を
終
え
、
巾
内
の
書
遊
熟
に
通
っ
て
い

鯵

燕
頚 W 、"灘

書道調來がきっ

かけとなり

|’叩範格になったー

伊藤ヲキコさん

る
が
、
卿
年
に
鼎
勤
労
者
展
に
初
め
て

入
賞
し
、
帥
年
、
刷
作
に
は
み
ご
と
雌

展
に
人
選
す
る
な
ど
努
力
家
で
あ
る
。

「
ｕ
己
流
で
は
だ
め
で
す
ね
。
日
頃

の
練
習
が
大
切
で
す
。
絵
画
ク
ラ
ブ
で

油
絵
も
描
い
て
い
ま
す
が
、
書
も
絵
も

基
水
と
練
糾
で
す
ね
。
」
と
意
欲
的
。

伊
藤
暁
華
の
雅
号
を
も
ち
師
範
た
め

い
烏
で
あ
る
が
、
ほ
ん
と
う
に
楽
し
い

烏
で
あ
る
。

ダ
ム
周
辺
の

う

あ
い
き
よ
う
者

静
か
に
泳
い
で
い
る
か
と
思
う
と
、

頭
か
ら
水
中
に
も
ぐ
る
。
し
ば
ら
く
す

る
と
思
い
が
け
な
い
所
へ
ひ
ょ
っ
こ
り

浮
い
て
く
る
。

時
の
絲
つ
の
も
わ
す
れ
て
見
て
い
ら

れ
る
湖
川
の
あ
い
き
よ
う
背
で
あ
る
。

そ
ん
な
こ
ろ
、
近
く
の
川
で
は
、
｜
，

｜
｜
ホ
ン
リ
ス
」
が
木
か
ら
木
へ
、
枝
か

ら
枝
へ
と
巧
み
に
つ
た
わ
り
、
い
そ
が

し
く
動
い
て
い
る
．
こ
の
一
一
ホ
ン
リ
ス

は
、
体
辰
の
半
分
以
上
も
の
ふ
さ
ふ
さ

と
し
た
尾
を
持
ち
、
昼
行
性
で
あ
る
が

主
に
、
早
朝
と
夕
刻
に
活
動
す
る
。
マ

1
1

ラ
ジ
オ
放
送
「
市
政
だ
よ
り
」
を
聞
い
て
い
ま
す
か

何
週
日
Ｗ
Ｒ
の
午
前
９
時
別
分
か
ら
５
分
Ⅲ
茨
城
放
送
か
利
用
し
「
巾

政
だ
よ
り
」
を
放
送
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

八
桁
Ｖ

（
、
）

一

ダ
ム
周
辺
の
木
だ
が

芽
ぶ
く
こ
ろ
、
や
ぶ
の

中
か
ら
「
ホ
ー
、
ホ
ケ

キ
ョ
」
と
ウ
グ
イ
ス
の

美
声
が
聞
こ
え
て
く
る

湖
面
か
ら
は
「
キ
ョ
ロ

ロ
ロ
」
と
ひ
と
き
わ
か

ん
高
い
さ
え
ず
り
が
ひ

び
い
て
く
る
。
カ
イ
ツ

ブ
リ
で
あ
る
魯
背
全
休

が
黒
か
つ
色
‐
頸
が
栗

色
の
あ
ま
り
め
だ
た
な

花
貫
ダ
ム
と
自
然
（
Ｋ
）

シ
知
の
樋
子
、
木
の
芽
、
果
実
な
ど
を

好
ん
で
食
べ
る
。
大
き
な
く
り
く
り
と

し
た
眼
、
長
い
尾
を
ま
る
め
て
背
中
に

背
負
い
、
物
を
食
べ
る
得
意
の
ポ
ー
ズ

に
は
、
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
。

カ
イ
ツ
ブ
リ
が
湖
面
の
あ
い
き
よ
う

什
の
代
表
な
ら
、
こ
の
一
一
ホ
ン
リ
ス
は

”
川
の
あ
い
き
よ
う
省
の
代
表
で
あ
る

。
』
。

け
し
か
知
ら
六
い
こ
の
小
さ
な
動
物
た

ち
は
、
も
つ
と
も
つ
と
愛
さ
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
州
発
と
言
う
名
の

自
然
破
壊
が
進
む
な
か
で
、
残
さ
れ
た

川
然
を
大
切
に
し
て
や
る
こ
と
が
出
来

る
な
ら
〃
唖
、
こ
れ
ら
の
小
さ
な
動
物
た

ち
は
、
私
た
ち
に
あ
い
き
ょ
う
を
ふ
り

ま
き
、
い
つ
ま
で
も
ほ
ほ
え
み
を
あ
た

え
て
く
れ
よ
う
。

（
高
萩
巾
、
然
た
愛
す
る
友
の
会
）

人
敵
か
ら
は
、
逃
げ
る
と
い
う
事
だ

I

I あいきょうものニホンリス


